
 

 

 

 

 

 

 
 

 

4/20(火)に予定していた全校保護者会を中止にした代わりとして、本校のホームページに「校長挨拶」の動画を配信しました。動画の中で全体構想

図を紹介していますが、昨年度の構想図でしたので、今回の学校だよりにて令和３年度版全体構想図を紹介いたします。 

昨年度より「新しい日常」に取り組んでいますが、【これまで以上の危機感をもって、感染症対策を一層徹底する】という観点を踏まえて、教育活 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年５月６日 

東京都立羽村特別支援学校 

校長  田口 克己 
 

  

 

今年度は、上記のメンバーで

今年度の学校経営計画が具現

化されたかを適切に評価して

いただき、来年度の発展への

貴重な提言をいただきます。 

学校運営連絡協議会委員のご紹介 

明星大学教育学部 教育学科教授 

島田 博祐 様 

東京自立支援センター代表    

髙森  知 様 

株式会社パソナハートフル 副社長  

白岩 忠道 様 

東京都就労支援アドバイザー 

若杉 哲文 様 

青梅公共職業安定所 

統括職業指導官  中島 義之様 

友愛学園児童部 副施設長     

石川  淳 様 

瑞穂町障害者就労支援センター長 

西出 英高 様 

羽村市緑ヶ丘三丁目 自治会長   

平  辰男 様 

羽村特別支援学校 ＰＴＡ会長   

渡部 美由紀 様 

羽村特別支援学校 ＰＴＡ副会長   

平川  祥 様 

羽村市教育委員会 統括指導主事   

志村 雅巳 様 

西多摩保健所 保健対策課長 

源  真希 様 

今年度のキャッチフレーズは『変化を楽しもう！』です 

動を実践してまいります。 

〇異動に伴う人の変化 

〇学年進行による環境変化 

〇週時程変更による時間の 

 変化 

今年の羽村は様々な変化が

ありますが、一つ一つを確認

し変化を楽しみながら運営し

ていきたいと思います。 

授業や行事のねらいを明確

にして、時間・場所・内容を

工夫し、個々の課題に則して

知識・技能、能力、態度を身

に付けさせていきたいと思い

ます。ご不明な点などござい

ましたら、お電話や連絡帳に

てお知らせください。ご理解

とご協力の程、よろしくお願

いいたします。 

・児童・生徒理解、学習指導は全体的に評価が高い 

 （学部が上がるにしたがって低くなる） 

・キャリア教育について説明、進路先や福祉についての 

情報提供が必要（小学部で評価が低い） 

・交流活動の充実（今年度は特に感染症の影響を受けた） 

・施設の改善（パーテーション教室、校門） 

・教員数の不足、専門性の向上 

学校評価から出た課題 

都内最大規模の児童・生徒数 

東京の北西端にあり、6市2町広い学区 

小・中・高 設置 ８１学級 452名 

   教員 15６名 

若手教員（本校が初任校）割合１/3 

学校の特色 

・感染症の拡大に伴う安全な教育環境の整備      

 行事や学習内容の工夫、柔軟な学校運営の必要性 

・学習指導要領の改訂 順次実施 

・学校教育目標・教育課程変更の検証と内容の充実 

・学部間の適切な接続 

・小・中・高のキャリア教育の系統性と保護者への情報 

発信 

・多様な学び方（オンライン）への専門性の向上  

令和3年度の課題 

安全・安心、自尊感情、自己肯定感、居場所、あたたかさ、

認め合い、多様性の尊重、自己表現、自己決定、達成感、

良好な人間関係 など 

指導に活かすアセスメント、個々の実態の共有、根拠の

ある指導、専門性の向上、外部専門員との連携、スモー

ルステップ、教育課程の系統性など 

見える化、構造化、分かる授業、 

保護者・地域への説明と情報発信 など  

◆小・中学部からのキャリア教育の意識 

◆進路面談・進路ケース会の充実 

◆施設・外部機関との連携強化 

令和３年度 

羽村特別支援学校 

全体構想図 

学校教育目標 

（改定） 

系統的なキャリア教育 

Ｒ３キャッチフレーズ 

変化を楽しもう！ 

「新しい時代の教育課程と 

一人一人に応じた授業づくり」 

・R３「各教科」全員研究授業 

・各教科の目標・内容・評価 

・各段階を意識できる指導案書式 

・ＩＣＴの活用 

・講師招聘授業研究（村中教授） 

授業改善 

研究テーマ 

失敗できる環境づくり ワクワクする授業づくり 

ひと回り成長する自分へ 

態度の育成 

外部人材の活用 

◆外部専門員 １８９８時間 

 臨床心理士 作業療法士 言語聴覚士 

 医師（摂食 指導）ＩＣＴ 

◆教材開発アドバイザー  

◆就労支援アドバイザー 

◆デジタルサポーター（常駐）  

根拠のある指導 アセスメント 

◆小・中・高 系統性のあるアセスメント 

◆アセスメントを活用した指導・支援 

◆就労準備チェックシート 

専門性の向上 

教室環境等の整理・整備 

全員研究授業 

個別指導計画書式の改善 

日常生活の手引き 

若手研修（人材育成） 

オリンピック・パラリンピック 

東京オリンピック・パラリン 

ピックレガシー  

役割と多様性の理解 

感染症対策 

◆安全・安心な環境の確保 

◆新しい生活様式への移行 

◆学校行事等の在り方 

◆学習内容の精選と重点化 

◆多様な学び方の必要性 

◆就労先（進路先）の確保 

働き方改革 

ライフワークバランスの実現 

心地よい職場環境づくり 

業務の効率化  

コンプライアンス 

不適切な指導ゼロ 

服務事故ゼロ 

会計処理の適正 

提出期限の厳守 

丁寧な生活指導 

相談機能の充実 

いじめにつながる人間関係の  

早期発見・早期対応 

SNSの使い方 

登下校指導 スクールバス   

自己表現活動 部活動の充実 

センター的機能の発揮 

特別支援教育の推進 

専門性向上事業等 

各市巡回指導 高校連携 

情報発信・共有 

参観機会の拡大・広報 

面談等の工夫 

タイムリーなホームページ更新 

作業学習等地域の活動  

開かれた教育課程 

学校運営協議会との連携 

社会貢献活動 

地域との連携 人材の活用 


